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苫小牧港LNGバンカリング検討会 第1回開催概要報告 

 

 

 本年2月26日に設置を公表した「苫小牧港LNGバンカリング検討会（以下「本検討会」）」につきまして、

第1回の開催概要を下記のとおりご報告いたします。 

 

記 

 

1. 第1回開催日および開催場所 

2019年2月28日（木） 於、苫小牧市内 

 

2. 参加者 

本検討会へ参画する23の団体・企業 

※苫小牧港管理組合（港湾管理者）、ならびに石油資源開発株式会社（本検討会事務局）を含む 

※その他の団体・企業名および個別の参加者名は非公開 

 

3. 第1回議事内容 

・本検討会設置に関する確認（正式な検討会設置を参加各者で確認） 

・国内外でのLNGバンカリングの動き・取り組み状況のレビュー 

・第2回以降の検討テーマ 

※第2回以降は、苫小牧港におけるTruck-to-Ship方式、ポータブルタンク方式、Ship-to-Ship方式など、

LNGバンカリングの実施方式ごとの適用法規を踏まえた設備、操業上の課題などの洗い出しとその解決

方法、ルール作りなどについて、約1年をかけて検討を進めていく予定。 

 

 

 なお、本検討会の第2回以降の議事概要については非公開とし、2020年3月の本検討会終了後に、苫小牧港

におけるLNGバンカリングを行う際の港湾の規制などに係る検討結果を公開する予定です。 

 

 本検討会で取りまとめる知見を広く共有することにより、苫小牧港におけるLNGバンカリングの早期実現

と、苫小牧港およびその周辺地域のさらなる発展への貢献を目指してまいります。 

 

以上 


